






研究目的

　現在,産婦人科領域で広汎に使用されている超音波ドプラ胎児心拍動計は,従

来の胎児心音ないし胎児心電計などと,その情報取得の手段が本質的に異なり,

超音波エネルギーを胎児に照射して,そのビートエコーより胎児心活動をピッ

クアップしようとするものであるから,超音波エネルギーの胎児に及ぼす影響

について多面的な検討を実施して,その安全性に関して充分な保証を確保する

必要がある。特に器管形成期前後の使用頻度が多いことなどからも,いわゆる

アセスメントスタディは緊急を要する。勿論,現在,臨床応用をみている程度の

出力で,直ちに胎児奇形を発生させるといった※可能性は殆んどないと考えら

れる。


